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「伝える 分かり易さvs専門性」

国立科学博物館認定サイエンスコミュニケータ

渡辺洋津幾

対話

欠如モデル

サイエンスコミュニケーションで
「伝える」ということ

専門家 非専門家科学知識

専門家 非専門家科学知識

知識量の差がある以上
「教える」形は避けられない

知りたい

更なる興味喚起のためには材料が必要

いかに分かり易く伝えるか

①噛み砕く ex. ウニの発生

未受精卵 胞胚 4腕プルテウス幼生 稚ウニ 成体

専門用語

たまご 赤ちゃん こども おとなになりたて おとな

噛み砕く≠
イメージされる発生段階は相同ではない

 噛み砕くと必ず食い違い・とりこぼしが生まれる
 専門知識が深いほど、その齟齬は許容しにくい
 専門知識が深くなければ噛み砕けない（簡単≠浅い）

落としどころの模索

②相手に合わせる

場所
・科学館
・地域のお祭り
・実習
・サイエンスカフェ
・授業

対象
・未就学児童
・児童
・生徒、学生
・社会人
・子育て世代
・それ以上

目的
・興味喚起
・知識の定着
・技能の定着
・思考法の習得

サイエンスコミュニケーションの……

相手のニーズに合わせた落としどころを考える

顔色を伺う
＋

前向きなあきらめ

内容
・工作
・お話
・観察
・ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ

……に応じて

そもそもの疑問：サイエンスコミュニケーションとは？

正確な知識＜相手の満足 “何かひとつでも”

グループワークで議論したいこと

サイエンスコミュニケーションの定義

サイエンスコミュニケーションの目的
―何を目指すべきなのか？


